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2017年4月 

 

「広報研究」投稿の手引き（2017年4月改定） 

 

本手引きは「日本広報学会誌『広報研究』の編集・発行に関する規程」第4条3項に準じて投稿する方

に遵守していただきたい原稿の体裁や提出手続きを定めています。ご不明の箇所がありましたら、学会

誌委員会までご相談ください。 

 

1. 投稿方法 

1-1 投稿宛先 

 日本広報学会事務局「広報研究」担当 

 Eメール：jsccsty@gamma.ocn.ne.jp 

 住所：〒101-0064 千代田区猿楽町2-2-7 第二浦野ビル402 

 電話：03-5283-1104 FAX：03-5283-1123 

 

1-2 送付方法 

 原稿は電子ファイルをメールに添付して当学会事務局あてに送付してください。投稿および査読プ

ロセスや学会誌委員会の編集作業の間に修正再提出する際もメール添付のファイルで行います。 

原稿作成に使用する標準ソフトウェアは、マイクロソフトMS-Wordとします。他のソフトウェアの

使用を希望する場合は、事前に学会誌委員会にご相談ください。 

掲載が確定して最終原稿を提出する際は、メール添付のファイルとは別にCD-ROMなどに格納した

ファイルを事務局あてに郵送、提出してください。 

 

1-3 投稿論文のページ構成 

第1ページにタイトル、執筆者名、所属、連絡先を記入してください。複数の執筆者がいる場合は、

それぞれの氏名、所属、連絡先を記載の上、原稿に関わる連絡先となる連絡担当者（通常は筆頭著

者）を明記してください。 

第2ページの冒頭にタイトルを再掲し、以下に論文原稿を続けて下さい。論文原稿には執筆者の特

定につながる情報は一切書かないでください。 

 

2. 原稿の書式と原稿量 

2-1 文字の表記・書体・書式 

 表記はすべて現代かなづかい、常用漢字を用いる 

 本誌の印刷は白黒：本文、図表とも他の色の使用は不可 

 A4版、横書き 

 1ページ字数、行数：40字 x 36行 
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 MS Wordの標準設定で余白設定：上35ミリ、下と左右30ミリ 

 タイトル：ゴシック体  フォントサイズ 12 

 本文：明朝体 フォントサイズ 10.5 

 

2-2 原稿量と要旨・キーワード 

 本文原稿ボリューム上限 要旨、キーワード 

査読あり：[論文]、[総

説]、[事例研究] 

本文24,000字（注、文献リスト、

図表を含む） 

400字以内の和文要旨（5つのキーワード） 

100語以内の英文要旨（5つのキーワード） 

査読なし：[研究ノート] 

[事例紹介] 

本文12,000字（注、文献リスト、

図表を含む） 

400字以内の和文要旨（5つのキーワード） 

100語以内の英文要旨（5つのキーワード） 

査読なし：[実務からの考

察] 

本文24,000字（注、文献リスト、

図表を含む） 

400字以内の和文要旨（5つのキーワード） 

100語以内の英文要旨（5つのキーワード） 

その他：[書評]、[トピッ

クス] 

本文2,000字程度 なし 

 

3. 論文の体裁 

 投稿する原稿は、以下の内容に従って体裁を整えてください。以下の内容は、社会科学、行動科学領

域で学術論文執筆の国際標準とされているアメリカ心理学会（American Psychological Association、APA）

の論文作成ガイドラインに準拠しています。以下では必要最小限の説明としていますので、ここに記載

されていない事項に関して、あるいはより詳細にお知りになりたい場合は下記の書籍およびインターネ

ットサイトを参照ください。 

 

日本心理学会機関誌等編集員会（2015）.『執筆・投稿の手びき』 

http://www.psych.or.jp/publication/inst.htmlよりダウンロード可 

Publication Manual of the American Psychological Association, Sixth Ed., APA, Washington, DC 

APA論文作成マニュアル 第2版、前田樹海、江藤裕之、田中建彦訳、医学書院、2015 

APAオフィシャルサイト： http://www.apastyle.org/index.aspx 

 

 以下、本文中の引用、文献リストの表記、図表の作成に関して説明します。投稿原稿を執筆する際に

は、以下の表記に準拠してご準備ください。 

 

3-1 本文中の引用 

3-1-1 基本 

 文頭、及び文章の途中で引用元を示す場合、「著者の姓（出版年）」の形式を用いる。こ

の際、カッコは全角を、数字は半角を用いる。 

例：「田中（2012）は…」，「Tomas（2005）によれば…」 

・ 文末に引用元を示す場合、 「著者の姓，出版年」を全角カッコの中に表記する。著者名

と出版年の間のコンマは全角を用いる。 
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例：「…と考えられている（田中，2012）。」，「…という（Tomas，2005）。」 

3-1-2 著者が２名の場合 

引用する文献の著者が２名のとき、引用のたびごとに両著者名を表記し、著者名の間は以下の

ように記号をつける。 

・ 日本語文献の場合、著者名の間は中黒（・）で結ぶ 

例：「鈴木・井上（2012）は…」，「…と言われている（鈴木・井上，2012）。」 

・ 英語文献の場合、著者名の間は半角の“&”を用いる。 

例：「Tomas & Shimizu（2010）によれば…」， 

「…という（Tomas & Shimizu，2010）。」 

 

3-1-3 著者が３名以上の場合 

文中で初めて引用する際には全著者名を表記する。２度目以降、第１著者名は表記するが、第

２著者以降は日本語の場合には「他」、英語の場合には “et al.”と略記する。 

例：日本語文献で初出の場合「井上・高橋・山本（2010）によれば…」 

             「…という（田中・鈴木・佐藤，2014）。」 

  日本語文献で２度目以降「井上他（2010）は…」「…である（田中他，（2014）。）」 

 

例：英語文献で初出の場合「Shimizu, Tanaka, & Yasuda（2010）では…」 

            「…である（Shimizu, Tanaka, & Yasuda , 2014）。」 

  英語文献で２度目以降「Shimizu et al.（2010）は…」「…である（Shimizu et al., 

2014）。」 

 

3-1-4 本文中の同一箇所で複数の文献を引用する場合 

同一箇所で二つ以上の文献を引用する場合は、同じ括弧内に著者名のアルファベット順で論文

を記述し、論文間はセミコロン（;）で区切る。 

例：「…となる（石川，2013；Shimizu & Tanaka, 2011；須藤，2015）。」  

 

3-2 文献リスト（引用文献）の表記 

文中で引用した文献は本文の次に一括して提示する。 

 

3-2-1 一般的注意 

・ 著者名（姓）のアルファベット順で記述。日本語文献と外国語文献は順番を分けずに、あく

までもアルファベット順によって記述。 

・ 文献の表題は副題も含めて略さずに書く。日本語文献の場合は、副題を2倍ダッシュ（──）

で挟むこと。外国語文献では、コロン（：）のあとに副題を続ける。 

・ 逐次刊行物の誌名は、正式名称を省略せずに記載する。 
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3-2-2 日本語文献の表記の仕方 

3-2-2-1 著者名 

・ 日本語文献の場合、著者名は、姓、名の順に記述し、姓と名の間は半角空ける。著者名の

後には半角空け、次にその引用文献が発行された年を半角括弧の中に書き記す。最後にピ

リオドをつける。 

例 佐藤 寛人 (2014). 

・ 外国語文献の場合、著者名は姓を先に書いた上で、カンマ(,)をおき、ファースト・ネー

ムのイニシャル、ミドル・ネームのイニシャルの順で記述する。イニシャルの後にはピリ

オドを付ける。もし同性で、イニシャルも同じ著者があるときは、名は訳さずに書く。 

例 Ito, Y.(2013). 

 

3-2-2-2 共著の場合 

日本語文献は各著者の間に中黒（・）を入れて結ぶ。英語文献の場合、各著者の間はカンマ

(,)で区切り、最後の著者の前には & をつける。 

例 佐藤 寛人・田中 尚 (2013). 

Grunig, L. A., Grunig, J. E. & Dozier, D. M.(2002) 

 

3-2-2-3 著作物の名義が政府・官公庁・研究機関・学協会組織・一般民間組織など団体名出ある場合、

正式の名称を略さずに書き、個人著者名の場合と同様に，アルファベット順に並べる。 

 

3-2-3 書籍の引用 

書籍の場合、著者名、刊行年、書籍名、出版社を記述する。外国語文献の場合は出版地も表記

する。 

例：伊吹 勇亮・川北 眞紀子・北見 幸一・関谷 直也・薗部 靖史 (2014).広報・PR論－－－－パブリ

ック・リレーションズの理論と実際 －̶̶  ̶ 有斐閣 

Stacks, D., & Michaelson, D. (2010). A practitioner’s guide to public relations research, 

measurement and evaluation. New York, NY: Business Expert Press  

 

3-2-4 編集書・監修書の引用 

著者名の後に（編）または（監修）を書く。外国語文献の場合、編集者が一人のときは（Ed.)と

し、複数のときは（Eds.）と表記する。 

例：猪狩 誠也 (編)(2007). 広報・パブリックリレーションズ入門 宣伝会議 

Duhé, S. (Ed.). (2012). New media and public relations (2nd ed.). New York, NY: Peter 

Lang. 
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3-2-5 編集書・監修書の特定の章の引用 

著者名、刊行年、表題、編集者名、編または監修の表記、書籍名、その章が掲載されている頁、

出版社を記述する。 

例：駒橋 恵子 (2007). マーケティングと広報・PR 猪狩 誠也 (編) 広報・パブリックリレー

ションズ入門 (pp.185-201) 宣伝会議 

Bortree, D., & Dou, X. (2012). The role of proximity in advocacy communication: A study 

of twitter posts of Sierra Club Groups. In S. Duhé (Ed.). New Media and Public Relations 

(2nd ed.) (pp. 178-188). New York: Peter Lang. 

 

3-2-6 逐次刊行物（学術誌を含む雑誌、年報、紀要など） 

逐次刊行物の場合、著者名、刊行年、表題、誌名、巻数、ページを記述する。この際、逐次刊行

物が日本語の場合は巻数の表記にイタリック体を使用する。英語の場合は、誌名、巻数をイタリ

ック体にする。 

例：吉野 ヒロ子 (2016). 国内における「炎上」現象の展開と現状̶̶ ̶̶ 意識調査結果を中心に̶̶

̶̶  広報研究, 20, 66-83. 

Kent, M. L., & Taylor, M. (2002). Toward a dialogic theory of public relations. Public 

Relations Review, 28(1), 21-37. 

 

3-3 図表 

3-3-1 表の基本 

 表の作成にあたっては，研究結果を最も効果的に伝えることができるように心がける。表と

図の内容は重複を避けるようにし，必要な情報は漏れなく記載すること。	

 原則として，表の左にくる項目（表側、スタブ列）は左そろえとし，表の見出しと表中の数

値は中央そろえとする。また、表中の主要な英単語の頭文字は大文字にする。	

 数値を記載する際は，有効数字を考慮して表記する。さらに，数字は小数点の位置，小数点

以下の桁数をそろえて記述する。	

 表中の数字が理論的に必ず1	以下になる場合（たとえば，相関係数）は，先頭に0	を付けず

に.52のように小数点以下のみを書く。	

 表中の線はできるだけ少なくし，適当にスペースをとる。縦の罫線を付けるときは必要最小

限にとどめ、斜線は用いない。	

 表について必ず本文で言及し，さらに表の挿入希望位置を本文の中にて指定する。	

 

3-3-2 表題 

 論文中に示す順序に従って、表の番号を表	1，表	2	のように算用数字で通し番号を付ける。

続いて、改行して表の題を付ける。この時、末尾にはピリオド（．）、句点（。）を付けな

い。表題は表の上部に中央そろえで表記する。	
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 表題は、できるだけ簡潔にする。また表の題に用いる用語は本文と一致させる。	

	

3-3-3 表の注	

表の内容を理解する上で必要な情報は、注として表の下に以下の順におき、注の符号のあとに簡潔

に記す。説明文の終わりにはピリオド（．），句点（。）を付ける。 

1) 表全体に関する補足的説明は，表中に注の符号は付けず、日本語の図の場合は「注）」を、英

語の図の場合は”Note.”を表の下におき，説明文を添える。	

2) 表中の特定部分に関する注には，表中の該当する箇所に注の符号（	a，b，cの上つき文字）を付

ける。注が複数ある場合は，原則改行せずに続ける。	

3) 表における統計学上の符号の表記：5％，1％，10％の統計上の有意水準を示すときは *，** 

や	†	などの符号を用いる。符号は表中の数値の右肩に示し、表の下部にその旨を示す。複数あ

る場合は改行せずに続ける。	

	

表の表記例（日本心理学会機関誌等編集員会 (2015). 執筆・投稿の手びき p.34 より） 

 

	

	

表4
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3-3-4 図の基本	

 作図をする際は，縮尺を考慮した上で線の太さを決め，コントラストに留意する。なお，図

の作成にあたっては、白黒とし他の色を使用しない。	

 図について本文で言及し，図の挿入希望位置を本文の中に指定する。	

 写真は図と同様に取り扱い、写真と図の番号は通し番号とする。	

	

3-3-5 図の表題	

 論文中に示す順序に従って、図の番号を図	1.	，図	2.	のように算用数字で通し番号を付ける。

続いて、改行せず図の題を続け，末尾にはピリオド（．），句点（。）を付ける。	

 図の番号及び図の第は図の上ではなく、図の下にそろえて記す。	

 図の題を決める際は，できるだけ簡潔にすることを心がける。また図の題に用いる用語は本

文と一致させる。	

	

3-3-6 図の注	

図に注をつける際は，図の題の下に以下の順におき，注の符号のあとに簡潔に記す。説明文の

終わりには必ずピリオド（．），句点（。）を付ける。	

1) 図全体に関する補足的説明は，図中に注の符号は付けず，日本語の図の場合は「注）」を、
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英語の図の場合は“Note.”	を図の題の下におき説明文を添える。	

2) 図中の特定部分に関する注には，図中の該当箇所に注の符号（	a，b，cの上つき文字）を付け

る。複数ある場合は，原則改行せず続ける。	

3) 図における統計学上の符号の表記：5％，1％，10％の統計上の有意水準を示すときには	  

*，**		や	†	などの符号を用いる。符号は図中の数値の右肩に示すとともに，図の下部にその

旨を示す。複数ある場合は改行せずに続ける。	

 

図の表記例（日本心理学会機関誌等編集員会 (2015). 執筆・投稿の手びき p.36 より） 

 

 

図1.
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図3.


